分子系統に基づくヤチグモ類分類の補完と再構築
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日本産のヤチグモ類は現在までほぼ形態形質のみで分類がなされてきたが，同系統と考えられる多くの近似種の発見や，同種内における地理変異の多様さが判明するにつれ，Coelotes属を中心に分類の見直しの必要性が指摘され始めている。今回主に九州、四国地方から得られたヤチグモ類8科39種について、ミトコンドリアDNAのCOIと核の28SrDNA領域の塩基配列を用いて分子系統解析をおこなった。このうち今回はミトコンドリアDNAの解析結果について報告する。研究の重点項目として、さまざまな形態形質を持つ種を包含する日本産Coelotes属について、すでに配列が判明しているヨーロッパ産のC. atropos（属模式種）, C. terrestrisと比較し、分類学的な整合性について検討することとした。また九州、四国で多様な地理変異を生じるサイゴクヤチグモ種群の4種、サイゴクヤチグモ、フタマタヤチグモ、トウワヤチグモ、トサノヤチグモについて、既存の形態形質による分類を塩基配列情報から補完した。

